第1回　清潔援助の基本的理解と看護における意義
日常生活援助技術Ⅲ（清潔）　講義資料
■　テーマと目的
清潔の概念と、看護における清潔援助の意義を理解する。あわせて、援助の種類・必要物品・看護師としての基本的態度を学ぶ。
到達目標
・「清潔」の意味を、看護の視点から説明できる。
・清潔保持が健康に及ぼす影響を説明できる。
・清潔援助における基本的態度と倫理的配慮を述べることができる。
・清潔援助の種類と、それぞれの目的・適応を区別できる。
・援助に必要な基本的物品と、その扱い方を説明できる。
■　授業の流れ（90分）
	時間
	内容
	方法

	10分
	科目のねらいと評価方法、清潔援助の全体像
	講義

	15分
	「清潔」の定義と看護における意味
	講義

	15分
	身体の清潔保持と健康との関連
	講義

	20分
	援助時の基本的態度と倫理的配慮
	講義・討議

	20分
	清潔援助の種類と適応
	講義

	10分
	必要物品と取り扱いの注意点
	講義











1．清潔とは何か
（1）「清潔」の定義
清潔とは、身体や環境を汚れ・病原体から守り、衛生的な状態を保つことをいう。医療・看護の場面では、見た目のきれいさではなく、感染を防ぎ安全に療養できる状態を保つことが求められる。
補足：看護では「清潔（clean）」と「無菌（sterile）」は区別する。無菌とは微生物が存在しない状態であり、手術野や注射部位など限られた場面で求められる水準である。清潔援助で目指すのは、微生物の数を減らし、皮膚・粘膜の防御機能を保つことである。
（2）看護における清潔援助の意義
	意義
	具体的な内容

	① 感染予防
	皮膚・粘膜に付着した汚れや微生物を減らし、感染のリスクを下げる。特に免疫機能が低下した対象者では重要となる

	② 快適な療養環境
	べたつき・におい・かゆみなどの不快感を取り除き、休息や睡眠がとりやすくなる

	③ 尊厳の保持
	髪や顔を整えることは「その人らしさ」を保つ行為であり、自己肯定感を支える

	④ 信頼関係の構築
	身体に触れながら行う援助は、対象者を理解し関係を築く貴重な機会となる



注意：清潔援助は「免疫力そのものを高める」ケアではない。皮膚に付着する微生物を減らし、皮膚の防御機能（バリア機能）を保つことで、感染が成立しにくい状態をつくるケアである。因果関係を正確にとらえること。
（3）ポイント
・清潔援助は「身体を拭く技術」ではなく、対象者の身体的・精神的健康と生活の質（QOL）を支える看護実践である。
・援助中に得られる観察情報は、全身状態のアセスメントに直結する。





2．身体の清潔と健康との関係
清潔保持は身体的健康を支えるだけでなく、精神的な安定にも関わる。目的と、そこから期待される効果を整理する。
	清潔保持の目的
	期待される効果

	汚れ・皮脂・汗の除去
	皮膚の浸軟やかぶれを防ぎ、皮膚炎・褥瘡のリスクを下げる

	皮膚表面の微生物を減らす
	感染源を減らし、皮膚感染症や尿路感染などのリスクを下げる

	温熱刺激（清拭・足浴など）
	末梢の血流が増え、筋緊張がやわらぎ、爽快感が得られる

	外見を整える（整容）
	自尊感情を支え、気分の改善や生活意欲につながる

	援助を通じたかかわり
	安心感が生まれ、信頼関係の構築につながる



ポイント
・清潔保持の効果は、身体面と心理面の両方にわたる。
・整容や清拭は、回復期における意欲や自尊感情を支える援助でもある。
3．清潔援助における基本的態度と倫理的配慮
	態度・配慮
	具体的な内容

	プライバシーへの配慮
	カーテンやスクリーンで視線を遮る。露出は必要最小限とし、他の部位はタオルで覆う

	羞恥心の尊重
	本人の希望を確認し、可能な限り同性の看護師が担当する。声かけを行い、安心できる環境をつくる

	説明と同意
	援助の目的・内容・手順を事前に説明し、同意を得てから開始する

	無理のないペース
	体調や表情を確認しながら進め、痛み・疲労があれば中断・休憩を入れる

	自立支援の視点
	できる動作は本人に行ってもらい、残存機能を活かす



補足：「必ず同性が担当する」ことが原則ではない。人員配置上つねに同性で対応できるとは限らないため、本人の希望を確認したうえで、説明と同意、露出の最小化などの配慮を確実に行うことが重要である。
ポイント
・清潔援助には、身体的ケアと心理的ケアの両方が含まれる。
・尊厳を守るかかわりが、信頼関係と回復を支える。
4．清潔援助の種類と特徴
	種類
	方法
	主な目的・効果

	全身清拭
	臥床したまま身体全体を拭く
	全身の清潔保持、皮膚の観察、爽快感

	部分清拭
	顔・手・足・陰部など一部を拭く
	汚染部位の清潔保持、短時間で快適性を得る

	洗髪
	ベッド上または洗髪台で髪を洗う
	頭皮・頭髪の清潔保持、かゆみの軽減、爽快感

	足浴・手浴
	温湯に手足を浸して洗う
	末梢の清潔保持、保温、リラクゼーション

	洗面
	顔・目・口まわりを洗う
	皮膚・粘膜の清潔保持、生活リズムづくり

	整容
	整髪・髭剃り・爪切りなど
	外見を整え、自尊感情と尊厳を支える

	入浴
	浴槽浴・シャワー浴
	全身の清潔保持、血行促進、筋緊張の緩和



選択の考え方
・入浴が可能かどうかを最初に判断し、困難な場合に清拭や部分清拭を選択する。
・全身状態が不安定な場合は、負担の少ない部分清拭から段階的に行う。
・同じ「清潔援助」でも、目的（清潔・観察・安楽・自立支援）により重点が変わる。
5．必要物品とその扱い方
	物品
	用途と扱いのポイント

	タオル・バスタオル
	拭き取りと保温に使用。強い摩擦を避ける。使用後は洗浄・乾燥させ、個人専用とする

	洗面器・湯桶
	湯や洗浄剤の準備に使用。使用ごとに洗浄・乾燥させる

	手袋・エプロン
	排泄物・体液に触れる可能性がある場面で着用。対象者ごと・ケアごとに交換し、使い捨てのものは使用後に廃棄する

	清拭用クロス
	使い捨て、または洗濯可能なものを部位ごとに使い分ける

	清拭剤・石けん
	刺激の少ないものを選ぶ。洗浄成分が残らないよう拭き取る

	防水シーツ
	寝具の汚染を防ぐために敷く。ずれないよう固定し、汚染時は交換する



ポイント
・部位ごとに物品を使い分けることで、交差感染のリスクを減らせる。
・手袋を外した後にも手指衛生を行う。手袋の着用は手指衛生の代わりにはならない。
・使用後の洗浄・乾燥・廃棄まで含めて「物品の管理」である。
6．まとめ
・清潔援助は、身体を清潔にするだけでなく、対象者の健康・尊厳・QOLを支える看護技術である。
・援助の場面は、皮膚や全身状態を観察する重要な機会でもある。
・今後の講義では、部位別・方法別に、根拠に基づいた技術を学んでいく。






























復習ワーク
問1　「清潔」の説明として最も適切なものを1つ選べ。
・1．体調を良好に保つためのすべての行動
・2．身体や環境を汚れ・病原体から守り、衛生的な状態を保つこと
・3．日常的な運動や食事管理を含むもの
・4．心理的ストレスを減らすための取り組み
問2　清潔保持の目的と、期待される効果を線で結べ。
	目的
	効果

	① 汚れ・皮脂・汗の除去
	A．感染のリスク低下

	② 皮膚表面の微生物を減らす
	B．信頼関係の構築、安心感

	③ 温熱刺激を与える
	C．皮膚炎・褥瘡の予防

	④ 外見を整える
	D．末梢血流の増加、筋緊張の緩和

	⑤ 援助を通じたかかわり
	E．自尊感情の維持、気分の改善



問3　清潔援助における基本的態度として、適切でないものを1つ選べ。
・1．援助内容を事前に説明し、同意を得る
・2．露出を必要最小限にする
・3．できる動作も含めてすべて看護師が行い、短時間で終わらせる
・4．体調に合わせてペースを調整する
問4　清潔援助の種類と主な目的の組み合わせとして、正しいものを1つ選べ。
・1．全身清拭　―　足と手の清潔保持とリラクゼーション
・2．洗髪　―　頭皮・頭髪の清潔保持と爽快感
・3．整容　―　全身の清潔保持と血行促進
・4．足浴　―　外見を整え自尊感情を支える
問5　物品の扱い方として正しいものを1つ選べ。
・1．使い捨て手袋は、同じ対象者であれば続けて複数のケアに使用してよい
・2．洗面器は使用のたびに洗浄・乾燥させる
・3．タオルは乾燥させずに保管してよい
・4．清拭用クロスは全身を1枚で拭いてよい
問6　清潔援助における配慮として正しいものを1つ選べ。
・1．羞恥心に配慮し、声をかけずに黙って行う
・2．体調や状態に合わせ、無理のないペースで進める
・3．説明は省略し、終了後に結果だけ伝える
・4．効率を優先し、カーテンは使用しない
問7　援助の準備として適切なものを1つ選べ。
・1．必要物品がすべて揃っていることを事前に確認する
・2．不足した物品は援助中に他者へ依頼して補充する
・3．使用した物品は洗浄せずに保管する
・4．同意を得る前に援助を開始する
問8　清潔援助の実施において、最も優先すべきことを1つ選べ。
・1．援助を迅速に終えること
・2．対象者の安全と安楽を確保すること
・3．物品が揃っていること
・4．援助者の都合に合わせること

復習ワーク　解答
問1
正解　2　清潔とは、身体や環境を汚れ・病原体から守り、衛生的な状態を保つことである。運動や食事管理、ストレス対策は健康行動ではあるが「清潔」の定義ではない。
問2
① － C　　② － A　　③ － D　　④ － E　　⑤ － B
②について：清潔保持で減らせるのは皮膚表面の微生物である。免疫機能そのものが高まるわけではない点に注意。
問3
正解　3
できる動作を本人に任せることは自立支援の基本である。すべてを看護師が行うことは、残存機能の低下や意欲の低下を招く。
問4
正解　2
全身清拭は全身の清潔保持、整容は外見を整え自尊感情を支えること、足浴は末梢の清潔保持とリラクゼーションが主な目的である。
問5
正解　2
使い捨て手袋は対象者ごと・ケアごとに交換する。同じ対象者でも、汚染部位に触れた後は交換が必要である。タオルは洗浄後に乾燥させ、清拭用クロスは部位ごとに使い分ける。
問6
正解　2
問7
正解　1
問8
正解　2
事例演習
Aさん（78歳・女性）は脳梗塞後の左片麻痺があり、療養型病棟に入院中である。ADLは一部介助で、日中もベッド上で過ごすことが多い。右上肢は自由に動かせる。座位保持は可能で、理解力・判断力は保たれている。
最近「頭がかゆい」「背中がべたつく」と訴えている。看護師が全身清拭を提案したが、Aさんは「恥ずかしい。人に身体を拭かれるのは嫌だ」と話している。
設問1
Aさんが「恥ずかしい」と感じていることに対し、必要な配慮と声かけを2つ挙げよ。
設問2
長期臥床の高齢者に定期的な清拭を行うことで得られる身体的効果を2つ、具体的に述べよ。
設問3
自立支援の観点から配慮すべき点を2つ挙げ、Aさんの状態に即して説明せよ。
設問4
清潔援助の基本的態度として適切なものを1つ選べ。
・A．清拭中は会話を控え、手早く終わらせる
・B．援助内容は説明せず、終了後に伝える
・C．プライバシー保護のため、カーテンを閉めてから行う
・D．時間がかかるため、自立を促すより看護師がすべて行う
設問5
物品の扱い方として不適切なものを1つ選べ。
・A．清拭用クロスは使い捨て、または部位ごとに使い分ける
・B．洗面器は洗浄せずに保管し、次回も使用する
・C．防水シーツはずれないように敷く
・D．手袋は援助の前後で適切に交換・廃棄する
設問6
Aさんの「頭のかゆみ」に対し、実施すべき清潔援助の方法と目的を簡潔に述べよ。
設問7
清潔援助における倫理的配慮として大切なことを2点挙げ、具体例とともに説明せよ。

事例演習　解答例
設問1
・「拭くところ以外はタオルで覆います。必要な部分だけ拭きますね」と伝え、露出への不安を軽減する。
・「つらければ途中で教えてください。無理はしません」と伝え、主導権が本人にあることを示す。
設問2
・汗や皮脂、汚れを除去することで皮膚の浸軟やかぶれを防ぎ、褥瘡・皮膚トラブルの予防につながる。
・温めたタオルによる温熱刺激で末梢の血流が増え、筋緊張がやわらぎ、爽快感が得られる。
設問3
・できる動作は本人に行ってもらう：右上肢が動かせるため、顔と右上肢の清拭はAさんに行ってもらう。
・ペースを調整する：疲労しやすいため、上半身と下半身に分けるなど、休憩を挟みながら進める。
設問4
正解　C
Cはプライバシーへの配慮として適切。A・Bは説明と同意、Dは自立支援の観点から不適切である。
設問5
正解　B
洗面器は使用のたびに洗浄・乾燥させる。洗浄せずに再利用することは交差感染の原因となる。
設問6
・方法：ベッド上洗髪を行う（洗髪器や防水シートを用いる）。頭皮の状態を観察したうえで実施する。
・目的：頭皮の皮脂・汚れを除去して清潔を保ち、かゆみの軽減と爽快感を図る。
設問7
・説明と同意：「今から背中を拭きますね。よろしいですか」と説明し、同意を得てから開始する。
・羞恥心への配慮：陰部の清拭時は他の部位をタオルで覆い、手早く丁寧に行う。

